
日比谷図書文化館
【図書フロアからのお知らせ】

■２F パープルゾーン 【江戸・東京】の本を集めたゾーン ■２F パープルゾーン 三角台

■２F パープルゾーン 【雑誌コーナー】 

展示   　PICK UP

～7/12（金） ～6/23（日）

2024年7月から新しいデザインの日本円紙幣が発行されます。前回のデザ
イン変更から20年が経過し、世界の動きや技術の進化によって、お金のあ
り方や使い方も変わりました。この展示では貨幣制度や仮想通貨、金融政
策、お金の使い方などについて書かれている本を並べています。

しりあがり寿氏の関連図書や、パロディー作品
のオリジナルである葛飾北斎『冨嶽三十六景』
をはじめとする浮世絵の作品集などをご紹介
しています。また、浮世絵や写真で江戸時代と
現代の千代田区の風景が見られる資料を集め
ました。 特別展とあわせてお楽しみください。

『衝動買い日記』
● 鹿島 茂  著
● 中央公論新社
● 2000年

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

『回・転・界 
 しりあがり寿の現代美術』
● しりあがり 寿  著
● 求龍堂　● 2016年

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

『北斎 富嶽三十六景』
● 日野原 健司  編
● 岩波文庫　● 2019年

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

『孤独とつながりの
 消費論』
● 三浦 展  著
● 平凡社
● 2023年

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

特別展「しりあがりさんとタイムトラブル
江戸×東京」関連展示

10のトピックスに分かれています。 お金について考えてみてはいかがでしょうか。

当館4階にある特別研究室所蔵の歌川広重筆『名所江戸百景』
（1856年）などを基に、今回の展覧会にあわせて千代田区の風
景を描いた作品4点を初公開します。江戸城、国会議事堂、警
視庁、電気街など、エリア毎に個性あふれる千代田の風景を
しりあがり寿さんがどのように解釈したかお楽しみください。

浮世絵に描かれた江戸の町に現代の文物と人が描きこまれた
作品を見てクスッと笑える本展。これをみた未来の人たちは混
乱してしまうかも？常識を破るしりあがり寿さんのパロディー
作品が今も未来も笑いと混乱を巻き起こします。

千代田区を描いた
浮世絵パロディー4点を初公開！

霞ケ関に江戸城が？
タイムトラブルは未来の人を困らせる？！

関 連
講 座

こども向けワークショップ 講師：しりあがり寿（漫画家）
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表 4 表 1

開館時間：平日10時～22時　■土曜10時～19時 ■ 日祝10時～17時  ■休館日 
〔 都営地下鉄 〕
● 三田線「内幸町駅」
　A7出口  徒歩3分 
〔 東京メトロ 〕
● 丸ノ内線
●  日比谷線 
　「霞ヶ関駅」B2出口徒歩3分
● 千代田線  
　「霞ヶ関駅」C4出口徒歩3分 

 ＪＲ 「新橋駅」 徒歩10分

※当施設に駐車場・駐輪場は
ございません。 公共交通機
関をご利用下さい。

お問合せ先：千代田区立日比谷図書文化館  〒100-0012 千代田区日比谷公園1-4 TEL：施設代表 03-3502-3340  図書総合カウンター 03-3502-3343  URL：https://www.library.chiyoda.tokyo.jp/hibiya/

掲載されている内容について変更や中止となる場合があります。
最新情報は、ホームページ等をご確認ください。
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千代田区立日比谷図書文化館  広報誌
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ヨムキクちよだ2024 
関連展示「本を楽しむ」（～5/12）
ヨムキクちよだ2024と文部科学省の「子供の読書キャンペーン～
きみに贈りたい1冊～」に関連して、子どもにおすすめする本や大人
の読書の入り口になるような本を並べています。

「禁-Taboo-」（～6/14）
古来より社会で忌み嫌われ、避けられてきた事柄を「タブー
（taboo）」といいます。今回の展示では従来の文化規範的な禁忌
や現代社会で禁止・隠匿されている事柄、文学や美術の歴史にお
いて発禁・検閲された資料に関する本を紹介します。

「神話・伝説・民話～語り継がれる理由～」（～5/17）
いにしえから語り継がれる神話・伝説・民話の関連書籍を紹介しま
す。世界中の説話の原典から始まり、その文化と歴史を辿りなが
ら、どのような姿で現在に息づいているのかを解き明かす展示です。

※展示情報は変更する場合がございます。5 月 の 展 示 情 報
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今年度の
新しい雑誌のご紹介
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◎ 開館時間：月～木・土：10時～19時、
金：10時～20時、日・祝：10時～17時
（入室は閉室の30分前まで）
◎ 会場：１階特別展示室
◎ 観覧料：一般500円、大学・高校生
300円、区内在住者・中学生以下の方・
障害者手帳などをお持ちの方とその付
き添いの方1名は無料(各種確認できる
ものを提示）◎主催：日比谷図書文化館

4 . 2 6 F R I .

6 . 2 3 S U N .
◎ 休館日：5月20日(月)、6月17日（月）

エネルギーフォーラム    月刊

国内外のエネルギー政策や技術
動向等を掲載するエネルギー・環
境総合誌。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二弁フロンティア　　　 月刊

第二東京弁護士会の機関誌。日々
の弁護士実務に役立つ最新の情
報だけでなく、豊富な講演録や特
集など、幅広く掲載されています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
防災科研ニュース          季刊

防災科学技術研究所による研究
成果や各分野の取り組み、各種イ
ベントの報告など、防災科学技術
の最新情報が掲載されています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

新紙幣の使いかた
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浮世絵を素材とした様々な創作活動を体験してみるこども向けワークショップです。
浮世絵を原画として4コマの漫画を作ってみたり、落書き・吹き出しを書いてみたり、
コラージュを作ってみて、浮世絵をより身近に感じてもらう講座です。

◉日時：6月1日（土）13：00～14：30（12：30開場） ◉会場：4階 スタジオプラス（小ホール）
◉定員：20組40名（申込順）  ◉参加費：1500円　
※申込受付開始：４月26日（金曜日）10時 しりあがり寿《スマホで拡大》 2018年
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特 別 展



(土)
185

(木)
305

(火)
116

特 別 研 究 室 企 画 展 示

ポモーヌ 2024年　5月号　A4 4P
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(水)
225 千代田区内ミュージアム連携企画　展覧会への入口講座Vol.38

「どうぶつ百景 江戸東京博物館
コレクションより」それはなぜ選ばれたのか？
講師： 小山 周子（東京都江戸東京博物館学芸員）
 川口 友子（東京都江戸東京博物館学芸員）
 田中 晴子（東京ステーションギャラリー学芸員）

大都市江戸・東京の担い手であった人々は、ど
のように動物とかかわってきたのでしょうか。江
戸東京博物館の展覧会監修者たちに、開催会
場の担当が、展覧会の見どころやこだわりなど
をお尋ねし、知られざる準備段階の舞台裏を含
め、語り合います。学芸員たちの推し作品やそ
の魅力も知って下さい。

■ 日時：5月22日（水）15：00～16：30（14：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール （大ホール） 　
■ 定員：200名　
■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

(金)
245 建築ツーリズムに出かけよう　

―東京建築祭の開催に寄せて―
講師： 山﨑 鯛介（東京工業大学博物館副館長・教授、 東京建築祭実行委員）

巡礼や観光の目玉が建築であるように、古くから建築とツーリズム
は密接な関係をもってその国・地域の文化を築いてきました。近年
では古都や伝統的な集落に限らず、どこの町にもある身近な近代
建築を文化財として大切にし、それを観光資源として地域のまちづ
くりや観光に活かす試みが各地で始まっています。このたび開かれ
る“東京建築祭”は、新陳代謝の激しい首都東京において、近現代の
建築ツーリズムを通してその魅力を再発見し、東京の文化的魅力を
高めて行こうとする試みです。見慣れた日常の中に潜んでいるさま
ざまな魅力をこの機会にぜひ発見してください。

■ 日時：5月24日（金）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 　
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

(木)
136 異常気象と気候変動の関係　

―日本の夏は暑くなり続けるのか
講師： 今田 由紀子（東京大学大気海洋研究所 准教授）

異常気象が発生するたびに地球温暖化との関連
が疑われますが、科学的に証明することは実は容
易ではありません。最新の気候モデルとスーパー
コンピュータを駆使することで、今その糸口が得
られつつあります。温暖化した地球で発生する極
端な気象現象の現状と今後について、最先端の
数値気候シミュレーションをもとに紐解きます。

■ 日時：6月13日（木）19：00～20：30（18：30開場）　■ 会場：地下１階 日比谷
コンベンションホール（大ホール） 　■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

(金)
216 時をかけて、映画音楽の歴史の旅へ
銀座、柴又、東京タワー・・・
その映画、東京が舞台につき
講師： 志田 一穂（ラジオDJ、文筆家）

関東大震災後の帝都復興。東京大空
襲と終戦後の大混乱。ブギウギと踊れ
ば浮雲が彷徨い、銀座では娘たちがカ
ンカンとご立腹。ゴジラが、オリンピッ
クが、万博がやってきた。寅次郎が高度
経済に説教し、ナウな角川三人娘が優
しい歌を歌う。そして21世紀、今にして笠智衆さんの笑顔を思い出
すのはなぜか…。さまざまな映画で描かれた東京へ、レコードの音
とともに時をかける旅に出ましょう。

■ 日時：6月21日（金）19：00～20：30（18：30開場）　■ 会場：地下１階 日比谷
コンベンションホール（大ホール） 　■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

(土)
226 古書で紐解く近現代史セミナー第46回

浅野総一郎と後藤新平の東京湾改造計画
―台湾高雄から京浜運河構想へ
講師：伏見 岳人（東北大学大学院法学研究科教授）

横浜や川崎の沿岸部を埋め立てた「京浜工業
地帯の父」として知られている浅野総一郎
は、東京市長や帝都復興院総裁を務めた後
藤新平に宛てて、より大規模な東京湾の改造
計画を提案していました。本講座は、市政専門
図書館や台湾の文書館などの歴史資料から、
浅野と後藤の壮大な構想を読み解きます。
（協力：公益財団法人 後藤・安田記念東京
都市研究所 市政専門図書館）

■ 日時：6月22日（土）14：00～15：30（13：30開場）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

西舘好子「子守唄のちから
～オルガニートの調べとともに～」
講師：西舘 好子（NPO法人日本子守唄協会 理事長）

子どもをお守りするときに唄われた「子守
唄」は唄であって歌ではありません。「子守
唄」は現代にこそ、子育てのバイブルとして
見直し活用される素材だと思います。まず
は、女性たちの知恵が詰まった歴史をひも
解いて考えていきたいと思います。当日は、
手作りオルガニートオルゴールの子守唄の
調べとともにお話をお届けします。　　　

■ 日時：５月18日（土）14：00～15：30（13：30開場）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール） 　■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

星のソムリエ® 星空教室 ～天文学史編

第１回 「天動説から地動説まで」
講師： 皆川 敏春（星のソムリエ®みたか） 
 北崎 直子（星のソムリエ®みたか）

現代に生きる私たちは、長い歴史に渡る
多くの天文学者らの努力や叡智を受け
継いで宇宙を理解できるところまで到
達しました。今年度の「星空教室」は、現
代につながる宇宙科学の歴史を「人物」
を軸に学びます。第1回は、科学の誕生、
古代ギリシア科学からコペルニクス登
場までを辿ってみましょう。

■ 日時：5月30日（木）19：00～21：00
 　（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）  
■ 定員：200名　
■ 参加費：1000円

古書で紐解く近現代史セミナー 第45回

日本統治期台湾の製糖工場は
どのように地域を変えたのか
講師： 辻原 万規彦（熊本県立大学環境共生学部教授）

戦前期の台湾には日本の資本に
よって40か所以上の機械式の製糖
工場が建設されました。台湾南部
を対象に、製糖工場の建設が周囲
の地域開発に与えた影響を考えま
す。さらに、清朝期の台湾が日本統
治下に組み込まれていく過程を，
製糖業による土地の管理の変化と
いう観点から読み解いてみます。

■ 日時：6月11日（火）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）  
■ 定員：200名　
■ 参加費：1000円
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165 日比谷オペラ塾

オペラ・あ・ら・かると bis
オペラ初心者から愛好者までが楽しめる多
彩なオペラの魅力を縦横に紹介します。5月
は、『サリエーリ モーツァルトに消された宮
廷楽長』（音楽之友社）のご著者である、日本
ロッシーニ協会会長水谷彰良さんが、モー
ツァルトのライバルと言われ、とかく噂のあ
るサリエーリとの真実の関係を語ります。
（主催：フェニーチェ劇場友の会、共催：日比
谷図書文化館）

■ 日時：5月16日（木）19：00～20：30（18：30開場）
 モーツァルトとサリエーリ、その真実
 講師：水谷 彰良（日本ロッシーニ協会会長）

 6月27日（木）19：00～20：30（18：30開場）
 オペラになったイタリア演劇作品
 講師：大崎 さやの（イタリア演劇・文学研究家）

■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール） 
■ 定員：各回60名　■ 参加費：各回1500円  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

アントーニオ・サリエーリ
（1750-1825）

クラウディオス・プトレマイオス

「こどもの読書週間」に合わせ、読書に親しめ
るイベントや展示がもりだくさん。詳しくは
パンフレットやホームページをご覧ください。

 ヨムキクちよだ2024

 ユーモアとナンセンス
 ～長新太の世界をあじわう
講師：土井 章史（フリーの絵本編集者）

『ぼくのくれよん』、『ごろごろにゃーん』、『キャベツくん』…独特のユーモア
で、ナンセンス絵本の新境地を開いた長新太。その作品は、大人たちにはわ
からないといわれながら、たくさんの子どもたちを楽しませてきました。数
多くの絵本を編集してきた土井章史氏が、長新太作品の魅力を語ります。

■ 日時：5月8日（水）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）  
■ 定員：200名　■ 参加費：500円（千代田区民は無料）
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（全 館）
としょかんをめぐろう！スタンプラリー
「ヨムキクちよだ2024」期間中に区立図書館を巡ってスタンプを2つ以上集
めた方へ、プレゼントを差し上げます。（数量限定、なくなり次第終了）

（日比谷図書文化館）
親子で楽しむ！日比谷ボードゲーム部
ボードゲームには、ただゲームを楽しむだけでなく、コミュニケーション能力
の向上や協調性、論理的思考を育むことができるという側面があります。親子
で楽しくゲームを遊びながら、思考力や想像力を養いましょう。（途中入退場可）
●日時：5月11日（土）14時～16時●場所：日比谷図書文化館4階 セミナー
ルームA（会議室）●定員：先着10組（申込制） 未就学児～小学３年生のお子
様と保護者

（千代田図書館）
こどもの読書週間展示 「せかいをいろどる本たち」
「いろどり」をテーマに、おすすめの絵本など約30冊を展示。
●期間：4月19日（金）～5月12日（日） ●場所：９階＝第2展示ウォール

ま ち か ど 図 書 館 の 展 示
（神田まちかど図書館）
「ぽかぽかはる」 ●期間：4月1日（月）～30日（火）
「としょかんのおすすめえほん」 ●期間：5月1日（水）～31日（金）
（昌平まちかど図書館）
「よんでおきたい！この1冊」 ●期間：4月19日（金）～5月11日（土）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ヨ ム キ ク ち よ だ 2 0 2 4

期間  4月19日（金）～5月12日（日）

▶「日比谷カレッジ」とは、日比谷図書文化館が主催・共催で行うセミナーやイベントです。 「江戸・東京」「本」「スキルアップ」「芸術」「センスアップ」の
　５つのカテゴリーに基づき、さまざまな「学び」と「交流」の場を提供します。

5・6月の講座  
〈 参加申込 〉電話（03-3502-3340）またはホームページにて、講座名、お名前（よ
みがな）、お電話番号をご連絡ください。当館１階の受付でもご予約を承ります。
各講座ともに定員になり次第、締め切らせて頂きます。 キャンセルの場合はご連
絡ください。参加費は当日支払いです。千代田区民料金のある講座は、当日、図
書貸出券や健康保険証など住所が確認できるものをお持ちください。

台湾製糖橋仔頭第二工場

歌川広重
《名所江戸百景 浅草田甫酉の町詣》

1857（安政4）年、東京都江戸東京博物館
［5/28から展示］

浅野総一郎
（浅野泰治郎・浅野良三著

『浅野総一郎』 /  
浅野文庫 / 1925年）

内田嘉吉文庫に見る日本統治期台湾の産業
日本統治期の台湾では製糖業の発展とともに数々の産業イ
ンフラが整備され、近代化が進みました。製糖業のほかにも
品種改良により内地にも多く移出された米、試験場と伝習
所の設置により本格的に発展した茶業、化学産業としての樟
脳などの成長もめざましいものがありました。 台湾総督府民
政長官、台湾総督を歴任した内田嘉吉の旧蔵書にはこれら
台湾の産業関連の資料も多く残されています。本企画では、
当時の台湾の様子を「産業」という視点から紹介します。

■ 主な展示図書

 『台湾銀行二十年誌』（1919年）

 『台湾事情 昭和七年版』（1932年）

 『日糖最近十年史』（1919年） ほか

■ 期間：開催中～６月30日（日）まで
■ 開室時間： 平日 10：00～20：00
     土曜 10：00～18：00
     日曜・祝日 10：00～16：00

■ 会場：４階特別研究室基隆港海陸連絡設備断面図（『基隆築港誌』 / 1916年）

入場無料


